
 

 

動物の愛護及び管理に関する法律 

（昭和 48 年法律第 105 号、令和元年 6 月 19 日一部改正） 

 

 

 

第三章 動物の適正な取扱い 
第五節 動物による人の生命等に対する侵害を防止するための措置  

（特定動物の飼養及び保管の禁止）  

 

第二十五条の二 人の生命、身体又は財産に害を加えるおそれがある動物として政

令で定める動物（その動物が交雑することにより生じた動物を含む。以下「特定動

物」という。）は、飼養又は保管をしてはならない。ただし、次条第一項の許可（第

二十八条第一項の規定による変更の許可があつたときは、その変更後のもの）を受

けてその許可に係る飼養又は保管をする場合、診療施設（獣医療法（平成四年法律

第四十六号）第二条第二項に規定する診療施設をいう。）において獣医師が診療のた

めに特定動物の飼養又は保管をする場合その他の環境省令で定める場合は、この限

りでない。 
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